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子育て支援と格差拡大

日本総合研究所理事

翁 百合

景
気
の
悪
化
に
伴
い
、

雇
用
機
会
が
比
較
的
多
い

都
市
部
で
待
機
児
童
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
待
機
児
童
が
多
い

都
市
の
一
つ
と
い
わ
れ
る

横
浜
市
で
は
、

年
度
に

認
可
保
育
所
を

カ
所
新

設
す
る
な
ど
し
て
定
員
を

約
１
３
０
０
人
増
や
し
た

が
、
５
月
中
旬
に
待
機
児

童
の
数
が
３
年
連
続
で
増

加
し
、
１
２
９
０
人
と
な

っ
た
と
公
表
し
た
。

地
方
自
治
体
は
、
国
が

定
め
た
最
低
基
準
を
満
た

す
認
可
保
育
所
設
立
等
の

努
力
を
行
っ
て
い
る
が
、

都
市
部
で
は
面
積
基
準
等

の
点
で
、
国
の
最
低
基
準

を
満
た
す
こ
と
が
な
か
な

か
簡
単
で
は
な
い
。
そ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
自

治
体
の
実
態
に
合
っ
た
独

自
の
最
低
基
準
を
設
け
た

保
育
園
も
設
立
し
、
子
育

て
世
帯
の
切
実
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

東
京
都
独
自
の
認
証
保
育

所
は
、
株
式
会
社
を
中
心

と
す
る
民
間
主
体
が
参
入

し
て
４
４
８
カ
所
（
今
年

４
月
現
在
）
に
な
っ
て
い

る
。こ

う
し
た
状
況
の
も

と
、
国
の
基
準
を
満
た
す

認
可
保
育
所
に
安
価
な
保

育
料
金
で
入
れ
る
子
育
て

世
帯
と
、
認
可
保
育
所
に

入
れ
ず
高
い
保
育
料
金
を

払
っ
て
そ
れ
以
外
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
世
帯
の
間
で
不

公
平
感
が
生
じ
て
い
る
。

実
際
、
認
可
保
育
所
に
入

り
や
す
い
の
は
夫
婦
が
フ

ル
タ
イ
ム
で
働
く
世
帯
で

あ
り
、
パ
ー
ト
で
働
く
世

帯
が
入
り
に
く
い
こ
と
か

ら
、
保
育
制
度
に
よ
り
子

育
て
世
帯
の
間
で
所
得
格

差
が
広
が
り
か
ね
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
と
し
て
認
可
保
育

所
の
拡
充
に
よ
り
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
子
供
た
ち

・
子
育
て
世
帯
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
は
、
今
後
も

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
時
に
、
子
育

て
世
帯
全
体
に
向
け
た
公

平
感
の
あ
る
形
で
の
支
援

の
重
要
性
に
も
留
意
す
べ

き
だ
。そ
の
観
点
か
ら
は
、

国
の
支
援
の
対
象
を
認
可

保
育
所
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

の
受
益
者
に
限
る
の
で
は

な
く
、
広
く
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
全
体
を
支
援

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。


